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図 1:南海地震の震源域とスロー地震群の位縦図 (Hiroseet al. (2010)の固に加筆）．紫のコンターは、 1946年南

海地震のすべり量分布 (Sagiyaand Thatcher, 1999). オレンジ・赤•青の点が深部低周波微動の震央．豊後

水道付近の活動は南東側（赤点）と北西側（青点）に分けられるピンクの四角の領域が豊後水道SSEのす

べり領域灰色・ピンクの円が南海トラフに沿って発生する浅部 VLFの腰央．このうちピンクで示す領域

のVLFが、豊後水道SSEの発生時期に活発化した
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